
８月中旬頃まで、蓮が間近で楽しめます。 
－７月５日（木）撮影－ 

８月中旬頃まで、蓮が間近で楽しめます。 
－７月５日（木）撮影－ 

●おもな内容 

いざという時に備えて　………………　②～③ 
市町村合併について考える③　………　④～⑤ 
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 ◆
気
に
な
る
家
族
・
知
人
の
安
否
 

　
災
害
が
発
生
し
た
時
、
家
族
や
知
人
の
安

否
を
確
認
す
る
た
め
に
、
多
く
の
人
々
が
被

災
地
と
連
絡
を
取
ろ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、

被
災
地
に
通
信
が
集
中
し
た
り
、
被
災
地
の

通
信
シ
ス
テ
ム
が
寸
断
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
、

す
ぐ
に
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
災
害
時
の
安
否
確
認
に
非
常
に

有
効
な
手
段
と
し
て
、
今
や
1
人
に
1
台
と

な
り
つ
つ
あ
る
携
帯
電
話
を
活
用
し
た
方
法

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

 ◆
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
1
7
1
」
 

　
災
害
時
に
「
声
の
伝
言
板
」
と
し
て
利
用

で
き
る
N
T
T
の
電
話
通
信
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
被
災
地
内
で
の
家
族
や
知
人
と
の
安
否
情

報
な
ど
の
連
絡
手
段
と
し
て
利
用
で
き
る
ほ

か
、
被
災
地
に
い
る
人
が
録
音
し
た
安
否
情

報
を
他
の
地
域
の
人
が
聞
け
た
り
、
他
の
地

域
に
い
る
人
か
ら
被
災
地
に
い
る
人
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
提
供
開
始
や
提

供
条
件
等
は
、
状
況
に
応
じ
て
N
T
T
が
決

定
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

 
 

　
　
　
　
○
伝
言
録
音
時
間
…
30
秒
 

　
　
　
　
○
伝
言
保
存
期
間
…
48
時
間
 

　
　
　
　
○
伝
言
蓄
積
数
…
…
最
大
10
伝
言
 

 ◆
災
害
用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
 

　
携
帯
電
話
・
P
H
S
事
業
者
（
N
T
T
ド

コ
モ
、
K
D
D
I
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ

ル
、
ウ
ィ
ル
コ
ム
）
が
、
災
害
時
の
安
否
確

認
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
提
供
し
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
で
す
。
 

　
災
害
用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
携
帯
電
話
・

P
H
S
に
よ
り
自
身
の
安
否
情
報
を
登
録
す

る
と
、
家
族
や
知
人
の
方
が
携
帯
電
話
・

P
H
S
あ
る
い
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
登
録
さ
れ
た
方
の
安
否

情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

伝
言
の
登
録
番
号
と
し
て
 

利
用
で
き
る
電
話
番
号
は
、 

固
定
電
話
の
電
話
番
号
の
 

み
と
な
り
ま
す
。
 

使用している携帯電話事 
業者の公式サイトに用意 
された「災害用伝言板」 
にアクセスします。 

現在の状態を表す「無事で 
す。」など４つの中からメ
ッセージを選び、任意で
100文字以内のコメントを
入力し、登録します。 

伝言を登録すると、あ 

らかじめ登録しておい 

た携帯電話やパソコン 

のメールアドレスに、 

伝言登録通知メールを 

送ることもできます。 

災
害
発
生
時
の
携
帯
電
話
活
用
方
法
 

伝言の録音方法 

録音の場合　１ 

１７１ にダイヤルする 
ガイダンスが流れます 

ガイダンスが流れます 

自宅の電話番号（市外局番から） 

伝言の再生方法 

再生の場合　２ 

１７１ にダイヤルする 
ガイダンスが流れます 

ガイダンスが流れます 

自宅の電話番号（市外局番から） 

伝
言
の
登
録

伝
言
の
登
録
 

伝
言
の
登
録
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 ◆
体
験
で
き
ま
す
 

　
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
及
び
災
害
用
伝
言

板
サ
ー
ビ
ス
は
、
災
害
時
の
安
否
確
認
手
段

と
し
て
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
実
際
に

災
害
が
起
き
な
け
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
が
稼
働
し

な
い
た
め
、
い
ざ
と
い
う
時
に
使
い
方
が
わ

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
各
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
で
は

体
験
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

家
族
・
親
戚
・
友
人
間
で
体
験
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

（
体
験
サ
ー
ビ
ス
提
供
期
間
）
 

　
○
毎
月
1
日
 
 

　
○
正
月
三
が
日
 

　
○
防
災
週
間
（
8
月
30
日
〜
9
月
5
日
）
 

　
○
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
 

　
　
　
　
　
　
（
1
月
15
日
〜
21
日
）
 
 

　
※
提
供
時
間
や
正
月
三
が
日
の
取
り
扱
い
に
つ

　
　
い
て
は
、
各
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
よ
っ

　
　
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

  ◆
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
は
 

　
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
及
び
災
害
用
伝
言

板
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
者
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

は
、
神
奈
川
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://

 

w
w
w
.p
ref.k

an
ag
aw
a.jp
/osirase/

saig
ai/n
ew
s.h
tm
l

）か
ら
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。
 

　
災
害
時
に
は
、
自
助
（
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
）・
共
助
（
地
域
で
助
け
合
う
）・
公

助
（
町
の
防
災
対
策
等
）
が
大
切
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
連
携
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
実
際
の
取
り
組
み
を
知
り
、
防

災
意
識
の
高
揚
、
ご
家
庭
・
地
域
の
防
災
力

の
向
上
を
目
的
と
し
た
防
災
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

１
．
日
時
‥
８
月
１９
日
（
日
）
　
 

　
　
　
　
　
1９
時
〜
21
時
（
予
定
）
 

２
．
場
所
‥
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル
 

３
．
講
師
‥
風
間
久
司
 
氏
 
 

　
　
　
　
　
※
中
越
大
震
災
時
の
自
主
防
災

　
　
　
　
　
　
会
長
と
し
て
の
体
験
を
踏
ま

　
　
　
　
　
　
え
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
 

４
．
演
題
‥
み
ん
な
で
取
り
組
む
地
域
防
災

　
　
　
　
　
「
災
害
に
生
か
せ
地
域
の
総
力
」
 

※
入
場
無
料
で
す
 

　
中
井
町
で
は
、
年
間
ど
の
く
ら
い
の
地
震

を
観
測
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
平
成
18

年
度
役
場
庁
舎
内
に
設
置
し
て
あ
る
震
度
計

は
、
微
弱
な
も
の
も
含
め
る
と
2
0
8
回
の

地
震
を
観
測
し
て
い
ま
す
。

 
大
き
な
地
震
は
、
い
つ

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
県

内
で
は
、
東
海
地
震
、
南

関
東
地
震
、
神
奈
川
県
西

部
地
震
、
神
奈
川
県
東
部

地
震
、
神
縄
・
国
府
津
―

松
田
断
層
帯
地
震
の
５
つ

が
、
発
生
の
切
迫
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
中
井
町
で
も
甚
大

な
被
害
が
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
中
井
町
で
は
、
９
月
２
日（
日
）に
神
縄
・

国
府
津
―
松
田
断
層
帯
地
震
（
Ｍ
7.5
程
度
）

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
地

域
の
防
災
力
、
ま
た
家
庭

の
防
災
力
の
強
化
の
た
め
、

地
区
の
防
災
訓
練
に
参
加

し
て
、日
頃
の
備
え
を
再
確

認
し
、い
ざ
と
い
う
と
き
に

慌
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
 

平成18年度の地震発生件数 

（中井町役場震度計） 

震度１ 

震度２ 

震度３ 

計 

198回 

9回 

1回 

208回 

（
画
面
イ
メ
ー
ジ
‥
N
T
T
ド
コ
モ
提
供
） 

カ
ザ
 
マ
 
キ
ュ
ウ
 
ジ
 

安否を確認したい人が使用して 
いる携帯電話事業者の「災害用 
伝言板」にアクセスします。 

安否を確認したい人の携帯 
電話番号を入力します。 

登録されている状態とコ 
メントが確認できます。 

防
災
講
演
会
の
お
知
ら
せ
 

伝
言
の
確
認

伝
言
の
確
認
 

伝
言
の
確
認
 

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！
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〜
市
町
村

市
町
村
の
合
併
合
併
の
特
例
等

特
例
等
に
関
す
る
法
律
法
律
に
つ
い
て
〜
 

〜
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
〜
 

〜
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
〜
 

〜
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
〜
 

市
町
村
合
併

市
町
村
合
併 
市
町
村
合
併

市
町
村
合
併 
市
町
村
合
併

市
町
村
合
併 

に
つ
い
て
考
え
る
③ 

　
国
で
は
、
平
成
17
年
4
月
1
日
に
「
市
町

村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
合
併

新
法
）
」
を
施
行
し
、
市
町
村
の
自
主
的
な

合
併
の
円
滑
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め

に
、
様
々
な
特
例
措
置
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
合
併
新
法
は
、
施
行
か
ら
５
年
間

（
平
成
２２
年
3
月
31
日
ま
で
）
と
い
う
期
限
の

限
ら
れ
た
法
律
で
す
。
 

　
今
月
号
で
は
、
こ
の
合
併
新
法
の
概
要
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

 
 合

併
特
例
区
制
度
等
の
創
設
 

 　
合
併
後
も
地
域
住
民
の
声
を
的
確
に
反
映

し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
合
併
前
の
市
町
村

の
協
議
に
よ
り
、
旧
市
町
村
単
位
の
合
併
特

例
区
ま
た
は
地
域
自
治
区
を
一
定
期
間
に
限

り
置
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 
こ
の
合
併
特
例
区
・
地
域
自
治
区
で
は
、

区
域
内
の
住
民
の
代
表
者
で
協
議
会
を
組
織

し
、
必
要
に
応
じ
て
行
政
に
意
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
住
所
の
表
示
に
旧
市

町
村
名
を
残
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

　
例
え
ば
、
今
年
3
月
に
合
併
し
た
相
模
原

市
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
合
併
前
の
津
久
井
郡
4

町
（
城
山
町
・
津
久
井
町
・
相
模
湖
町
・
藤

野
町
）
の
区
域
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
自
治
区
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
住
民
に
身
近
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
総
合
事
務
所
を
併
せ
て
設

置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
所
の
表
示
は
、

旧
津
久
井
町
だ
っ
た
区
域
で
は
、「
津
久
井

郡
津
久
井
町
○
○
」
が
「
相
模
原
市
津
久
井

町
○
○
」
と
な
り
、
旧
市
町
村
名
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

 
 特

例
措
置
 

 　
市
と
な
る
べ
き
要
件
の
特
例
 

　
合
併
後
の
人
口
が
3
万
人
以
上
あ
れ
ば
、

市
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
地
方
自
治
法
の
原
則
で
は
、
人
口
5
万
人

以
上
の
ほ
か
、
中
心
市
街
地
戸
数
割
合
な
ど

い
く
つ
か
の
要
件
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

 　
地
方
税
に
関
す
る
特
例
 

　
合
併
後
直
ち
に
、
合
併
し
た
市
町
村
の
全

域
に
わ
た
っ
て
均
一
の
課
税
を
す
る
こ
と
が
、

か
え
っ
て
住
民
負
担
の
公
平
を
欠
く
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
合
併
し
た
年
度
と
そ
れ

に
続
く
5
年
度
に
限
り
、
課
税
し
な
い
こ
と

又
は
不
均
一
の
課
税
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

　
例
え
ば
、
都
市
計
画
税
な
ど
、
課
税
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
市
町
村
の
区
域
が
、
合
併
に

よ
り
新
た
に
課
税
さ
れ
る
場
合
は
、
不
均
一

課
税
（
合
併
後
5
年
間
は
課
税
し
な
い
等
）

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 　
議
員
の
定
数
・
在
任
特
例
 

　
合
併
後
の
議
会
議
員
の
身
分
に
つ
い
て
は
、

合
併
の
方
式
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治
法
の
原

則
か
、
合
併
新
法
に
よ
る
定
数
ま
た
は
在
任

に
関
す
る
特
例
措
置
か
の
い
ず
れ
か
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
表
１
）
 

 　
地
方
交
付
税
額
算
定
の
特
例
 

　
合
併
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
普
通
交
付
税

の
額
が
、
合
併
前
の
市
町
村
ご
と
に
計
算
し

た
普
通
交
付
税
額
の
合
算
額
よ
り
急
激
に
減

少
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
合
併
後
の
一

定
期
間
に
つ
い
て
、
普
通
交
付
税
の
額
の
算

定
に
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
市
町
村
合
併
推
進
の
た
め
の
方
策
 

 　
基
本
指
針
と
構
想
 

　
合
併
新
法
で
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
た
「
自

主
的
な
市
町
村
の
合
併
を
推
進
す
る
た
め
の

基
本
指
針
」
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道

府
県
が
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会
の
意
見
を

聴
い
て
、
市
町
村
の
合
併
の
推
進
に
関
す
る

構
想
を
定
め
ま
す
。
 

　
構
想
で
は
、
市
町
村
の
現
況
や
将
来
の
見

通
し
を
勘
案
し
、
合
併
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
市
町
村
（
以
下
「
構
想

対
象
市
町
村
」
と
い
う
。）
の
組
み
合
わ
せ
や

合
併
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
な
ど

を
定
め
ま
す
。
 

　
神
奈
川
県
で
は
、
昨
年
11
月
に
神
奈
川
県

市
町
村
合
併
推
進
審
議
会
の
答
申
（
中
井
町

は
2
つ
の
圏
域
に
重
複
し
て
位
置
付
け
）
が

な
さ
れ
、
現
在
、「
神
奈
川
県
に
お
け
る
自
主

的
な
市
町
村
の
合
併
の
推
進
に
関
す
る
構
想
」

を
策
定
中
で
す
。
 

 　
合
併
協
議
会
設
置
の
勧
告
 

　
都
道
府
県
は
、
構
想
の
中
で
位
置
付
け
た

構
想
対
象
市
町
村
に
対
し
て
、
事
前
に
構
想

対
象
市
町
村
の
意
見
等
を
聴
い
た
上
で
、
合

併
協
議
会
設
置
の
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

　
勧
告
を
受
け
た
市
町
村
で
は
、
そ
の
後
、

左
図
に
示
し
た
流
れ
で
合
併
協
議
会
設
置
の

是
非
に
つ
い
て
協
議
・
決
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

・
・
・
 

・
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問合せ 

企
画
課
　
企
画
調
整
班 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
８
１
）
１
１
１
２ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
８
１
）
１
４
４
３ 

　
メ
ー
ル
　kikaku@

tow
n.nakai. 

　
　
　
　
　kanagaw

a.jp

新設合併 

編入合併 

Ａ市とＢ町が合併 
してＣ市が誕生 

Ａ市がＢ町を編入 

合併の事例 地方自治法の原則 
合併新法による特例 

定数特例 在任特例 

在任 

失職 

失職 

Ａ市議員 

Ａ市議員 

Ｂ町議員 

Ｂ町議員 

合併後50日以内 
に選挙 

議員定数が増加 
する場合は、合 
併後50日以内に 
増員選挙 

Ｃ市の法令定数の２倍以内で議 
員定数を設定（最初の任期のみ） 
し、合併後50日以内に選挙 

（合併前のＡ市の定数×Ｂ町の 
人口÷Ａ市の人口）によって得 
た数をＢ町の定数加算数とし、 
合併後50日以内にＢ町を選挙区 
として増員選挙 
※合併後の最初の一般選挙に 
　おいても採用できます。 

合併後２年以内に限 
り、議員全員が引き 
続き在任 

合併前のＡ市議員の 
任期まで議員全員が 
在任 
※合併後の最初の一 
　般選挙において、 
　左記の定数特例を 
　採用できます。 

（表１）議員の定数・在任特例 

※合併協議会 
　合併協議会は、合併新法及び地方自治法の規 
定に基づき設置され、合併の是非を含め、合併 
に関するあらゆる事項を協議します。具体的に 
は、合併後の将来構想（合併市町村基本計画）の 
作成や合併形式、新市町村の名称のほか、各種 
事業の取り扱いの調整などが協議されます。 

法定合併協議会の設置 

都道府県知事への申請 

総務大臣への届出・総務大臣の告示 

新市町村の発足 

都道府県議会の議決・知事の決定 
（市を含んだ合併、市になる合併は 
　総務大臣の同意が必要） 

Ｂ町議会の 
合 併 議 決 

Ａ市議会の 
合 併 議 決 

市町村合併までの流れ 

Ａ市住民 

Ａ 市 長 

Ａ市議会 

Ｂ 町 長 

Ｂ町議会 

●付議 ●付議 

●請求（有権者の1／50以上の署名） 

意見照会・回答 

※Ａ市長の意見照会に対 
　し、Ｂ町長が議会に付 
　議しないと回答した場 
　合には、手続き終了 

◆住民発議（単一の市町村で請求を行う方法） 
 ※複数 の市町村で同一内容の請求を行う方法もあります。 

○住民の動きがきっかけになる場合 

Ｂ 町 長 

Ｂ町議会 

●付議 

Ａ 市 長 

Ａ市議会 

●付議 

◆合併研究会・任意合併協議会などの組織を 
　つくり、調査や話し合いを行います。 

○市町村の動きがきっかけになる場合 

○都道府県による合併協議会設置の 
　勧告を受けた場合 

●いずれかの議会が 
　否決した場合 

●すべての議会が 
　可決した場合 

Ｂ町議会で可決したが、 
Ａ市議会で否決された場合 

①Ａ市長による住民投票に付する旨の請求 
　（10日以内） 
 または 
②①の請求がなされなかった場合のＡ市 
　住民からの1／6以上の署名による直接 
　請求を条件として 
 Ａ市で住民投票の実施 

過半数の賛成があった場合、 
議決に代わる効果 
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7
月
18
日（
水
）、
足
柄
上
地
域
で
移
動

知
事
室
が
実
施
さ
れ
、
松
沢
成
文
知
事
が

中
井
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
 
 

　
松
沢
知
事
は
、
中
井
中
央
公
園
と
同
園

周
辺
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
の
里
づ
く
り
事

業
の
現
地
を
視
察
し
た
後
、
境
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
同
事
業
に
携
わ
っ
て

い
る
方
5
名
（
石
黒
弘
さ
ん
、
須
藤
黎
子

さ
ん
、
大
原
憲
一
さ
ん
、
相
原
保
男
さ
ん
、

石
井
厚
子
さ
ん
）
と
、
里
山
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。
 

●
足
柄
上
郡
P
T
A
連
絡
協
議
会
 
 

　
　
　
　
　
　
　
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
 

 　
中
村
小
P
T
A
広
報
紙
　
　
最
優
秀
賞

　
井
ノ
口
小
P
T
A
広
報
紙
　
優
秀
賞
 
 

 ●
神
奈
川
県
P
T
A
協
議
会
 
 

　
　
　
　
　
　
　
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
 

 　
中
村
小
P
T
A
広
報
紙
　
　
優
良
賞
 
 

　
井
ノ
口
小
P
T
A
広
報
紙
　
奨
励
賞
 

　
両
校
の
広
報
紙
づ
く
り
の
モ
ッ
ト
ー
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
中
村
小
広
報
委
員
長
を

務
め
た
石
川
桂
子
さ
ん
は
「
広
報
委
員
8

人
み
ん
な
が
協
力
し
合
い
、
全
員
が
す
べ

て
の
紙
面
に
か
か
わ
っ
て
1
年
間
作
り
続

け
た
こ
と
で
す
ね
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
井
ノ
口
小
広
報
委
員
長
を

務
め
た
田
中
珠
幸
さ
ん
は
「
み
ん
な
で
楽

し
み
な
が
ら
作
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ

と
、
今
ま
で
と
は
違
う
広
報
を
作
ろ
う
と

考
え
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
７
月
７
日（
土
）、
横
浜
文
化
体
育
館
に

て
「
第
38
回
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
神

奈
川
県
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
地

区
大
会
で
準
優
勝
し
た
選
手
４
名
が
出
場

し
ま
し
た
。
 

　
中
井
町
か
ら
は
22
年
ぶ
り
の
出
場
で
、

選
手
は
大
会
に
向
け
一
生
懸
命
練
習
し
、

本
番
で
も
他
の
選
手
と
ひ
け
を
取
ら
ず
、

見
事
な
自
転
車
走
行
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

【
出
場
メ
ン
バ
ー
】（
敬
称
略
・
写
真
左
か
ら
順
） 

　
清
水
ち
さ
と（
中
村
小
）、
宮
谷
な
つ
み

　（
井
ノ
口
小
）、
小
澤
健
斗（
中
村
小
）、

　
仲
原
和
哉（
井
ノ
口
小
） 

井ノ口小･平成18年度PTA広報委員のみなさん 

中村小･平成18年度PTA広報委員のみなさん 



　7月2日（月）レインボーカントリー倶楽部で、
町民ゴルフ大会が開催されました。今大会には、
150名の方が参加し、地域の親睦を深めながら、
お互いの腕を競い合いました。  
　主な成績は次のとおりです。（敬称略） 
 
男子の部　　　　　　　　女子の部 
優　勝　　古 橋 厚 生　　優　勝　　矢 作 恵 子 
準優勝　　田 中 　 満　　準優勝　　山本まゆみ 
３　位　　原 　 恒 司　　３　位　　尾上美登里 
 
グロスの部　 
男子１位　　尾 上 逸 美（72） 
女子１位　　山本まゆみ（90） 
　※（　）内はスコア 
 
団体の部 
優　勝　六斗山チーム（335）  
　※（　）内は4人の合計スコア 
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6
月
23
日
（
土
）
中
井
中
央
公
園
野
球

場
で
、
毎
年
恒
例
の
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ

ン
リ
ー
グ
公
式
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
「
湘
南
シ
ー
レ
ッ
ク
ス
対
千
葉

ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
」
戦
が
行
わ
れ
、
5

―
4
で
湘
南
シ
ー
レ
ッ
ク
ス
が
勝
利
し
ま

し
た
。
 
 

　
試
合
中
、
ヒ
ッ
ト
や
好
プ
レ
ー
が
出
る

た
び
に
、
1
塁
側
ス
タ
ン
ド
席
か
ら
拍
手

と
歓
声
が
沸
い
て
い
ま
し
た
。
 
 

　
ま
た
、
試
合
前
に
は
シ
ー
レ
ッ
ク
ス
の

選
手
に
よ
る
野
球
教
室
や
サ
イ
ン
会
が
行

わ
れ
、
試
合
後
に
は
選
手
が
球
場
か
ら
出

て
く
る
の
を
一
目
見
よ
う
と
大
勢
の
方
が

　
　
　
球
場
の
外
に
集
ま
り
、
選
手
も
握

　
　
　
手
や
サ
イ
ン
を
す
る
な
ど
観
客
に

　
　
　
応
え
て
い
ま
し
た
。
 

　
6
月
24
日
・
7
月
1
日
に
藤
沢
市
秋

葉
台
文
化
体
育
館
で
行
わ
れ
た
サ
ン
ト

リ
ー
カ
ッ
プ
第
27
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
小
学
生
大
会
神
奈
川
県
大
会
で
、

中
井
ジ
ュ
ニ
ア
が
2
年
ぶ
り
の
優
勝
を

飾
り
、
8
月
14
日
（
火
）
か
ら
東
京
都

内
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
 
 

　
全
国
大
会
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
 

　
6
月
10
日
（
日
）
二
宮
町
立
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
第
19
回
神
奈
川
県
町
村

対
抗
卓
球
大
会
で
、
中
井
町
チ
ー
ム
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
準
優
勝
に
終
わ

っ
た
昨
年
の
雪
辱
を
晴
ら
し
た
中
井
町

チ
ー
ム
は
、
平
成
8
年
以
来
11
年
ぶ
り

4
回
目
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
 
 

　
出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

高
橋
浩
、
及
川
俊
広
、
細
谷
伸
太
郎
、

重
永
博
昭
、
成
川
保
美
、
早
田
民
江
、

小
林
牧
子
、
河
西
奈
保
子
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「カシオペアの丘で 
　上・下」 

重松　清（講談社） 
しげ まつ きよし 

題名「朝顔」 

墨絵教室同好会 

大野優子 （久所） 

「一枚のハガキで 
　仕事はこんなに変わる」 

沼澤拓也（PHP研究所） 
ぬま ざわ たく や 

改善センター図書室 ８１－３９０７ 井ノ口公民館図書室 ８１－３３１１ 

年間6000枚以上のハガキを書く
顧客管理専門コンサルタントで
ある著者が、「１枚のはがきから、
仕事や人生が大きく変わる事が
ある。」という体験談をもとに「想
い」を実現するハガキの力とその

活かし方を紹介。「仕事という幹」を、立派に太く成長させ
るため、「確実に根をはる」方法がここにある。 

かつて炭鉱で栄えた町、北都。そこ
にトシ、シュン、ミッチョ、ユウの、4人
の幼馴染がいた。小学生４年生まで
は仲のよい4人だったが、運命の糸
は彼らをそれぞれ違った道へ導いて
いく。人は苦しみや哀しみに直面し

たとき、それをどう乗り越えるのか。北海道の雄大な自然を背
景に、人生の素晴らしさを渾身の魂を込めて描ききる長編小説。 
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﹇
点
字
グ
ル
ー
プ
「
若
葉
」
﹈
 

Ｖ Vｏl.16

ボランティア活動や町事 
業への協力など、地域で 
活躍している団体を紹介 
します。 

会
長
　尾
上

三
希
江
（
北
窪
） 

　
「
若
葉
」
は
、
足
柄
上
郡
5
町
の
視
覚
障

害
者
の
方
々
に
、「
点
訳
」
と
い
う
作
業
を

通
し
て
情
報
提
供
援
助
を
し
て
い
る
広
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
 

　
人
は
情
報
の
80
％
を
目（
視
覚
）か
ら
得

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
視

覚
に
障
害
が
あ
る
方
々
に
と
っ
て
、
歩
行

や
情
報
収
集
の
不
便
さ
は
大
変
な
も
の
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
文
字

の
代
わ
り
に
「
点
字
」
と
い
う
、
触
っ
て

読
む
文
字
が
フ
ラ
ン
ス
で
考
案
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
英
語
圏
に
広
ま
り
、
日
本
で

使
え
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
か
ら
1
1
6

年
と
い
う
歳
月
が
経
っ
て
い
ま
す
。
 
 

　
そ
の
点
字
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
学
校

の
総
合
学
習
の
時
間
に
点
字
指
導
を
し
た

り
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
際
に
点
字

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
皆

さ
ん
に
点
字
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
 

　
普
段
何
げ
な
く
使
っ
て
い
る
日
本
語
で

す
が
、
点
字
の
勉
強
を
し
て
い
る
と
„
言

葉
の
奥
の
深
さ
や
新
し
い
発
見
“
が
あ
り
、

言
葉
談
義
で
思
わ
ぬ
時
を
過
ご
し
て
し
ま

う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
 

　
「
若
葉
」
で
は
、
一
緒
に
活
動
を
し
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
中
で
す
。
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●
団
体
に
関
す
る
問
合
せ
 

 
尾
上
三
希
江
　
　（
8
1
）1
0
3
1

　
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
」
及
び
「
老
人
保
健
医
療
受
給

者
証
」
は
、
毎
年
８
月
に
更
新
を

行
っ
て
い
ま
す
。
負
担
割
合
に
つ

い
て
は
、
前
年
の
所
得
に
応
じ
て

判
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
」
は
該
当
の
方
全
員
に
、「
老
人

保
健
医
療
受
給
者
証
」
は
負
担
割

合
が
変
更
と
な
っ
た
方
に
、
７
月

中
に
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
記
載
内
容
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、「
老
人
保
健
医
療
受
給
者

証
」
該
当
の
方
で
負
担
割
合
に
変

更
が
な
い
場
合
は
、
新
し
い
受
給

者
証
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

現
在
、
お
持
ち
の
受
給
者
証
を
引

き
続
き
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
新
し
い
受
給
者
証
が
送
ら
れ
た

方
は
、
古
い
受
給
者
証
を
８
月
１

日
以
降
に
役
場
、
ま
た
は
井
ノ
口

公
民
館
へ
必
ず
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。
 

高
齢
者
の
医
療
証
を
更
新 

視覚障害者との交流会にて 

問合せ 

町
民
課
　
保
険
医
療
班
 

　
　（
８
１
）１
１
１
４
 

※
一
定
の
障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
1
〜
3
級

　
及
び
4
級
の
一
部
・
療
育
手
帳
A
判
定
・
国

　
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
1
、
2
級
）

　
が
あ
る
方
が
65
歳
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
は
 

　
65
歳
を
過
ぎ
て
障
害
の
あ
る
状
態
に
な
っ
た

　
と
き
に
は
、
老
人
保
健
の
手
続
き
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。
 

医療証が送付される方 

対　象　者 医療証などの 
名　　称 送付される方 

70
歳
以
上
の
方
 

昭和7年10月1日以降に 
生まれた方 

昭和7年9月30日以前に 
生まれた方 

国民健康保険 
高齢受給者証 

老人保健医療 
受給者証 ※寝たきり等一定の障害の 

　ある65歳以上の方 

負担割合が変更になっ 
た方だけに、受給者証 
を送付 

すべての方に受給者証 
を送付 
　８月１日までに届か 
　ない場合は、ご連絡 
　ください 



※本誌は古紙配合率１００％の再生紙を使用しています。 

　
6
月
12
日
（
火
）
横
浜
市
開
港
記
念
会

館
で
開
催
さ
れ
た
神
奈
川
県
食
生
活
改
善

推
進
団
体
連
絡
協
議
会
総
会
の
席
上
で
、

第
1
回
健
康
日
本
21
・
わ
が
家
の
食
卓
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
が
行
わ
れ
、
酒
井
志
津
子

さ
ん
（
藤
沢
）
が
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
酒
井
さ
ん
は
、
広
報
な
か
い
に
隔

月
で
掲
載
し
て
い
る
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン

グ
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
「
い
く
み

会
中
井
支
部
」
の
会
員
で
す
。
 

　
酒
井
さ
ん
が
出
品
し
た
料
理
は
、
子
ど

も
が
好
き
な
定
番
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
、
カ

レ
ー
で
す
。
下
記
に
レ
シ
ピ
を
掲
載
し
ま

し
た
の
で
、
た
ま
に
は
い
つ
も
と
一
味
違

っ
た
カ
レ
ー
を
食
卓
に
並
べ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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ひとくちメモ 

● 脂っこくないカレーです。 
凍り豆腐ときくらげをセットで 
食べるところもヘルシーです。 

特別編 

■一人分の栄養価 
エネルギー 561kcal 
たんぱく質 19.1g 
脂質 17.1g 
カルシウム 219mg 
塩分 1.1g

■材料（4人分） 

■作り方 
①豚肉・じゃがいもは一口大に切る。 
　玉ねぎ・人参は薄切り。りんごはすりおろす。 
②凍り豆腐・きくらげは戻し、1センチぐらいの角切り。 
③にんにく・しょうがは細かいみじん切りにする。 
④鍋に油の1/3を熱し、③を軽く炒め、玉ねぎを加えて、きつ
　ね色に炒める。残りの油を足し、豚肉を炒め、次いで、じゃ
　がいも・人参・きくらげを加えて炒め、カレー粉を加える。 
⑤全体に火が通ったら、トマトピューレ・水・固形スープの素・
　ローリエを加え、あくをすくいながら20～30分煮込む。 
⑥凍り豆腐・りんご・牛乳を加えて、さらに10～15分煮る。 
⑦最後にガラムマサラ・塩で味を調える。 
⑧ご飯とカレーを皿に盛り付ける。 

平成１９年７月１日現在 

世帯数 

人　口 

男 

女 

３，２８９世帯 

１０，０４６人　 

５，１０３人　 

４，９４３人　 

（前月比） 
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６ ☆お支払いは便利な口座振替をご利用ください 

納期限は８月３１日（金）です 

町 県 民 税  

国民健康保険税  

上下水道使用料  

介 護 保 険 料  

第２期分 

第３期分 

６・７月分 

第２期分 

ご飯 150g 
豚ロース薄切り肉 100g 
凍り豆腐 40g 
玉ねぎ 200g 
人参 100g 
じゃがいも 100g 
りんご 80g 
きくらげ（乾燥） 5g 
牛乳 2カップ 
トマトピューレ 1/3カップ 

カレー粉　 大さじ1･1/2 
固形スープの素 1･1/2個 
サラダ油 大さじ1 
にんにく 少々 
しょうが 少々 
塩 少々 
水 2･1/2カップ 
ローリエ 適宜 
ガラムマサラ 適量 


